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研究成果の概要（和文）：ドイツ隊、ロシア隊、イギリス隊、日本の大谷探検隊による多数の中央アジア将来品
を世界各地の所蔵館にて調査し、既刊の資料を統合してデータ化して整理分析を行い、中央アジア仏教美術に関
する基礎資料を作成した。これらの資料をもとに、仏教学、仏教文献学研究と連携した美術史研究を行った。具
体的には、インド・ガンダーラと東アジアの交流の視点から、中央アジアにおける (1)釈迦信仰、(2)弥勒信
仰、(3)阿弥陀信仰の美術に着目し、その生成と変容の様相を様々な角度から明らかにした。本研究の研究成果
は最終報告書（2018年4月）として刊行した。

研究成果の概要（英文）：We investigated a lot of collections that German, Russian, British, Otani 
Expedition brought back from Central Asia, now scattered among Museums throughout the world. On the 
basis of these materials, we integrated and arranged materials appeared in already published, 
created basic data on Buddhist Art of Central Asia. Based on these data, we have examined and made 
clear some unique aspects of the generation and transfiguration of Buddhist Art of Central Asia 
focusing on the Art of the Faith of Sakya, Maitreya and Amitabha. Our research on Buddhist Art of 
Central Asia carried out closely linked to related Buddhist studies, having the perspective that the
 cultural exchange between South Asia, and East Asia. The results of our research project were 
published in the Final report (April, 2018).  
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、中央アジア仏教美術に関する基本的な資料集成に基づき、中央アジア仏教美術の実態を解明しうる
中核となる３つのテーマ(1)釈迦、（2）弥勒、(3)阿弥陀信仰の美術の生成と変容を中心として、中央アジアを
地方様式のひとつ、単に文化の交差点とみるのではなく、新たな造形や信仰を創出する場と捉え、複合的な視点
から諸相を明らかにした。本研究はインドから中国への仏教美術の伝播、変容、展開の様相を具体的に浮き彫り
にしたのみならず、仏教美術研究と仏教学の連携によって、未だ不明瞭な部分の多い大乗仏教とそれに関わる美
術の成立と発展の様相についても新たな視点を提供している。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 本研究の対象地域となる中央アジアは、現在のパキスタン・アフガニスタン・旧ソ連の中央
アジア（西トルキスタン）、中国新疆ウイグル自治区（東トルキスタン）を含み、敦煌などを視
野に入れる。これらの地域では、かつてそれぞれのオアシス国家のもとで栄え、しかもインド・
地中海世界・西アジア・中国との交流によって極めて多彩な美術を生み出したために、仏教美
術の歴史的変遷や全体像を把握するのが難しい。そのため、中央アジアの仏教美術は、19 世紀
以降活発になる探検調査、および近年の考古学調査によって、シルクロードのオアシスに花咲
いた美術として個々に紹介、研究されてきた。一方、経典成立史や訳経史、経典解釈史の研究
分野では近年多くの発見が相次ぎ、活発な議論と研究が進んでおり、仏教美術史研究と連動さ
せることによって、さらに敦煌などの中国甘粛省や四川省の仏教美術との比較によって総合的
に検討することで、中央アジア仏教美術の生成と展開の実態をより具体的に明らかにすること
ができると考えた。中央アジア仏教を俯瞰した、このような系統立った研究は国内外でもほと
んどなされていなかった。さらに、本申請課題に先立って、研究代表者は、平成 20-24 年度科
研「ガンダーラ美術の資料集成とその統合的研究」において、美術史学、考古学、仏教学、仏
教史学など幅広い研究者を交えて、横断的な学問領域のなかでガンダーラ美術の実態を問い直
すことを試みた。そのなかで、広義のガンダーラであるパキスタン北部・アフガニスタン東部
を含む地域の多様な仏教信仰の実態が明るみにされ、仏教美術と経典の生成・伝承とが並行し
て展開していることが部分的ではあるが明らかになり、ガンダーラと中央アジアとの連関性は
殊に看過し難いことが判明した。よって、本研究では、インド、ガンダーラから中央アジアを
経て東アジアにいたる仏教美術の変遷を、美術史、仏教文献学、仏教史学の研究者が集い、同
じテーマを共有し、複眼的に検証することを目指した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、インドで興った仏教が中国に伝播し、発展を遂げる際に、中央アジアが大
きな役割を果たしたことを重視し、南アジアと東アジアの媒介、交流の視点をもって中央アジ
ア仏教美術の生成の様相と実態を検証することにある。すなわち、中央アジアを仏教の通過点
ではなく、インドから伝来した仏教が様々に変容し、大乗仏教とそれに関わる美術の成立と発
展の問題とも密接に関わる地として捉え、インドから伝来した仏教が様々に変容し、大乗仏教
とそれに関わる美術の成立と発展の問題とも密接に関わる地として捉え、具体的には、中央ア
ジア仏教美術の実態を把握する上で中核となる（1）釈迦信仰の美術、（2）弥勒信仰の美術、
（3）阿弥陀信仰の美術という三つのテーマを設定し、各テーマに関わる作例を網羅的に収集
しながら、図像を軸にして考察を加え、その展開の様相を明らかにする。その際、経典成立史
や訳経史・経典解釈史、僧の行歴にも注目し、仏教美術史研究と連動させる。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、次の 3つの方向性から同時並行的に進めた。 
Ⅰ．本研究に関係する画像等の収集とデータ整理 
 特に本研究に関連する作例を公刊資料や各研究者が所有する過去の調査資料（スライド、デ
ジタル画像、書籍等）から抽出し、先の研究目的に述べたテーマ別、また地域別・時代別に分
類し、データ整理を行い基礎資料の集成を行った。 
Ⅱ．実見調査の実施 
 現地専門家や海外の研究者とも連携しつつ、現地調査の他、中央アジア出土資料を保管する
美術館・博物館にて実見調査を行い、作例を把握する。 
Ⅲ．研究会実施：問題の所在の明確化と調査報告・研究の進捗状況・新知見共有 
 美術史学を中心に、仏教文献学の視座と見解を共有・反映しつつ横断的検証を行う研究会を
開催する。（1）釈迦信仰の美術、（2）弥勒信仰の美術、（3）阿弥陀信仰の美術について系統的
分析を進め、また得られた各知見の統合的研究によって相互の連関性・非連関性を把捉するこ
とで、中央アジア特有の重層的な文化構造のなかに展開する多様な仏教美術の特性を明確にし、
その実態を明らかにする。 
 
４．研究成果 
 (1)上記 I. 本研究に関係する画像等の収集とデータ整理、II. 実見調査の実施 
 四カ年にわたり、中央アジア美術を所蔵する博物館、美術館および遺跡の実見を行った。す
なわち、博物館では、ベルリン国立アジア美術館、エルミタージュ・アムステルダム美術館、
アムステルダム国立美術館、ライデン国立民族学博物館、ライデン国立古代博物館、ニューデ
リー国立博物館、ソウル国立博物館、遺跡では、敦煌石窟の調査を行った。以上から、ドイツ
隊、ロシア隊、イギリス隊、日本の大谷探検隊による多数の中央アジア将来品を把握すること
ができたほか、ガンダーラ将来品なども新たに実見することができ、さらに敦煌との関連性も
新たに考察することができた。これらの調査で得たデータは大学院生を中心に整理作業を行っ
た。また、研究代表者、分担者が様々な媒体で保管している画像資料をデータ化し統合を行っ
た。集成により、中央アジア出土仏教美術の作例の全体像を大枠把握することが可能となった。
一方、完全な形でのデータベースの構築にはさらに用語を統一するなど入力作業が必要である。 



 (2)中央アジアにおける(1)釈迦信仰、(2)弥勒信仰、(3)阿弥陀信仰の美術の総合的研究 
 上記の３つのテーマについて、研究分担者、協力者が各自の研究をすすめつつ、地域的、横
断的に、あるいは包括的に小テーマを定めた研究会を開催した。研究会は全て公開とし、のべ
18 回、海外の研究者を含むゲストスピーカーを含めて総勢 30 名の研究者による発表と、参加
者全体による議論を行った。研究会を通じて各テーマの横断的検証を行い、多くの新知見を得
ることができた。最終年度には本研究の成果として研究代表者・分担者による論考とともに、
研究会の概要を全て掲載し、最終報告書として刊行した。 
 釈迦信仰の美術については、本生図・仏伝図、誓願図、瑞像、法華経美術、華厳経美術を中
心に、インドには見出し得ない新たな聖遺物・聖地信仰や、多様化する誓願授記主題、大乗仏
教における釈迦を基にした仏身観の展開など、新たな釈迦イメージの構築の様態を指摘した。 
 弥勒信仰については、弥勒菩薩像・倚坐像、兜率天の弥勒菩薩、弥勒大仏を中心に、インド
における時間軸上の弥勒の位置づけから、釈迦涅槃の現実性が希求させた兜率天への上生信仰、
さらに弥勒の下生信仰と大仏造立への動き、中央アジアの民が抱く多様な死後世界のイメージ
と昇天思想が与えた影響も考慮しながら、地域的相違を浮き彫りにすることができた。 
 釈迦信仰、弥勒信仰の研究の進展に比べると、阿弥陀信仰の美術に関する研究は若干希薄と
なったが、インド・ガンダーラ美術との関わりから、中国の阿弥陀信仰との比較検討を通じ、
東アジア仏教美術に多大な影響を与える浄土のイメージが如何に形成されたのか、また観想念
仏思想の展開など、その生成・発展過程を明確にした。 
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